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現場事務所でどけんぽによる健康相談を実施 地域貢献と運動を兼ね美唄クリーン作戦に参加

特に力を入れた取り組みとその効果
　毎年どけんぽの保健師さんと管理栄養士さんによる健康相談を実施。昼食の菓子パンをサンドイッ
チに替えたり、従業員の健康に対する意識も変わってきています。
　ウォーキングイベント『みんなで歩活（あるかつ）』に会社として参加し、役員や普段本社にいない従
業員と競い合っています。メンバーの歩数が一目瞭然なので「足を引っ張りたくない」「負けたくない」
という思いで普段より多めに歩いたり、昼休みに会社の周りを歩いたり良い運動になっています。
　従業員の運動不足解消のため、全社的に毎日午後3時にタイマー予約をしたUSEN放送にてラジオ
体操を実施。パソコンでの作業が多いため、肩や腰のコリがほぐれてリフレッシュに一役買っています。
　社屋の出入り口には消毒液・体温計を配置。事務所内・打合せ室にはパーテーションやビニールシー
ト等で飛沫対策、トイレには便座クリーナと消毒液・ペーパータオルを配置し、感染予防に努めています。
　子の入学・卒業、授業参観等のアニバーサリー休暇の導入により、家族との時間を積極的にとること
が出来るよう配慮しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　従業員の平均年齢も上がってきており、定期健康診断で要受診者やメタボリックシンドロームに該
当するものが増えてきたため、会社として従業員の健康維持・増進に取り組むために健康経営優良法
人を目指しました。
　ヘルスアップチャレンジを経て2018年より健康経営優良法人の認定を頂いておりますが、定期健
診後の要治療・再検査の受診率や特定保健指導の受診率が上がり、従業員の健康に対する意識も変
わってきているのではないかと思います。
　当社の経営方針の一つでもある『Humanity　働きやすい環境を作ります』をさらに推進できるよ
う、これからも積極的に健康経営に取り組んでいきたいと思います。

所在地 従業員数

事業内容

美唄市字光珠内 652番地 17 40 人

（令和 3年 7月末現在）建設業

株式会社岸本組
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社内研修　健康に関する講師を招き講話を実施 各事業所に非接触型体温計を設置

特に力を入れた取り組みとその効果
　定期健診は、受診費用や腫瘍マーカー等一部オプションを会社にて負担し、対象者全員が受診でき
る制度を設けています。全従業員の定期健診を行うことはもちろんですが、再検査・精密検査を促進し、
さまざまな病気の早期発見・早期治療や、病気そのものを予防することに取り組み、生活改善につなが
るよう再受診率100％を目指しています。その結果、従業員の健康管理に対する意識が変わっている
ように見受けられます。
　また、全社員を集めて行う社内研修において健康に関する講師を招いての講話を実施し、毎年1年
間の安全を祈願する安全祈願時にコミュニケーションの一環として、ゲーム大会やBBQをすることに
より、風通しの良い職場づくりを行っています。
　現在、各事業所に非接触型体温計や手指の消毒液を入口に設置して、コロナ感染症対策を行ってい
ます。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　日常を快適に過ごすには、健康が第一です。従業員の健康意識を高めるには、従業員とその家族の
安全と健康を維持し、働きやすく快適な職場をつくることが会社の責務と考え、健康経営に取り組んで
います。
　会社施設内の禁煙や、働き方改革の一環として積極的な有給休暇の取得を促進し、リフレッシュで
きるような職場環境づくりにも力を入れています。
　健康管理がより身近なものになるよう今後もより良い環境を整え、継続的な健康経営に取り組んで
いきます。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市中央区南8条西15丁目2番1号 180 人

（令和３年８月末現在）建設業

道路工業株式会社
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平成 30年の
宮古市長杯で
優勝しました！

女性社員作成
の掲示物。
皆が和んで
います。

女性社員作成
の掲示物。
皆が和んで
います。

特に力を入れた取り組みとその効果
　以前、弊社の現場事務所でインフルエンザが蔓延し、事務所を訪問した他社の方まで感染する事態
となったことがあり、感染対策の必要性を痛感しました。そこで、会社がインフルエンザ予防接種費用
の一部補助を行って予防接種を受けやすい環境を整えたところ、社員ほぼ全員が予防接種を受けるよ
うになり、以後、インフルエンザ罹患者は出ておりません。その経験から、新型コロナウイルス感染症
に対しても、地域で流行する前から感染対策をしっかりと行っています。女性社員による各現場事務所
の衛生パトロールでも、アルコール消毒液・除菌シートの補充や、感染する隙が無いかの点検及び助言
に力を入れています。さらに、感染症予防の啓発ポスターを掲示して社員の意識を高めています。今後
も取り組みを継続して行きたいと思います。
　また、弊社には野球チームがあり、毎年「宮古市長杯ナイター野球交流大会」に参加しています。運
動機会が増えるだけでなく、社員同士のコミュニケーションを促進する良い機会となっています。さら
に会社で大会の参加費用を補助することで、社員が参加しやすい環境を整えています。

特に力を入れた取り組みとその効果特に力を入れた取り組みとその効果

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社では健康づくり担当者を設置してから数年が経ちました。活動に慣れて少し余力も出てきた
ので、土健保のヘルスアップチャレンジや健康経営優良法人への申請を検討し始めました。その結果、
「健康経営」と特に意識はしていなくても、普段の取り組みが健康経営の項目に該当していることが
わかりました。そこで健康経営優良法人のチェック項目に当てはめて今までの活動を整理し、課題を補
うことで、さらに社員がいきいきと働ける環境を作れるのではないかと考えました。
　建設業の現場では「安全」が最重要視されますが、「社員の健康は作業の安全につながる」と考えて
います。弊社は「女性活躍推進」にも力を入れており、現場の衛生管理も活躍の場の１つとしていて、女
性社員による衛生パトロールを実施しています。この活動と連携しながら、これからも健康に関する取
り組みや成果を「見える化」し、社員の健康意識の向上につなげていきたいです。

所在地 従業員数

事業内容

従業員数岩手県宮古市刈屋１１-８０-３ 44人

（令和 4年 6月末現在）（令和 4年 6月末現在）（令和 4年 6月末現在）（令和 4年 6月末現在）土木工事業

所在地 従業員数従業員数岩手県宮古市刈屋１１-８０-３岩手県宮古市刈屋１１-８０-３岩手県宮古市刈屋１１-８０-３岩手県宮古市刈屋１１-８０-３ 44人44人44人44人44人

刈屋建設株式会社

平成 30年の
宮古市長杯で
優勝しました！
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担当者間で創意工夫し健康管理を推進（密） 職場内での感染症対策

特に力を入れた取り組みとその効果
　年に1度の生活習慣病健診は大変重要で、疾病を発見することで、早期に治療するきっかけとなり、
生涯において大きな影響を及ぼすことがあります。弊社では所見があった従業員にできるだけ対面で
声掛けをして、医療機関への受診を促すことを丁寧に行ってきました。後日、感謝の言葉を頂くと励み
にもなります。 
　また、メンタルヘルス対策として相談担当者を設け、職位・職種の垣根なく相談できる体制づくりに
努めております。 
　さらに、感染症対策として毎年、産業医によるインフルエンザ予防接種を実施し、感染拡大の抑制に
効果を上げております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社は、多年にわたり、土健保の保健師さんより毎年保健指導を頂き、健康の大切さを経営者はじ
め従業員も実感し、会社独自の健康づくりを実践してきました。
　毎年の健康管理を通して、一人一人の従業員を大切にする弊社の企業理念は、従業員の健康を経
営的視点から考え、戦略的に実施する「健康経営」と価値観を共有でき、健康経営を実践することで、よ
り継続的な会社経営活動の活力と成長につながると考え、取り組むこととしました。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県一関市山目字中野140―5 127 人

（令和 3年 7月末現在）総合建設業

株式会社佐々木組
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会社負担でインフルエンザ集団予防接種 健康診断時にベジチェックで保健指導

特に力を入れた取り組みとその効果
　新型コロナウイルス感染症の流行前から感染症対策に力を入れており、インフルエンザ予防接種の
集団接種を会社負担で実施しています。また、新型コロナウイルス感染症が流行してからは、より一層
の感染症対策を心掛け、除菌グッズや飛沫パネル等を各現場に取り入れたり、社員にマスク手当を支
給したりしました。
　食生活改善の取り組みとしては、仙台健康支援室の協力のもと、若手社員を中心とした保健指導を
行っています。コロナ禍前には、電子レンジを使った簡単メニューの実習をして全員で試食をしました。
また、昨年度は、健康診断時に、野菜不足チェックができる「ベジチェック測定」を全社員に行いました。
今年度も測定する予定となっており、数値の変化が楽しみです。今後も“食生活の面からも社員の健
康意識向上を図る”取り組みを継続していきたいです。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　健康経営に取り組む会社の増加を受けて始めた健康経営優良法人の申請でしたが、実際に申請を
してみると、今まで会社で取り組んでいた事が健康経営の項目に該当しており、特別何かを始めたと
いうものはほとんどありませんでした。普段から“健康経営”として意識をしていなくても、社員の事を
考えて取り組んでいたら、結果的に“健康経営”という潮流に乗っていたという印象です。しかしこれか
らは、より積極的に、社員一人一人の健康意識の更なる向上を目指した取り組みをしていかなければ、
社会に取り残されてしまう、そんな雰囲気を感じています。
　引き続き、社員の健康管理と健康教育をしっかりと行い、社員も会社も健康で優良になれるよう、頑
張っていきたいです。

所在地 従業員数

事業内容

宮城県仙台市青葉区立町 27番 21号 196 人

（令和 5年 6月末現在）総合建設業

株式会社橋本店

https://www.hashimototen.co.jp/
LJ1005user
ハイライト表示



ポスター等の掲示を随時行っています。 検温・消毒等を徹底しています。

特に力を入れた取り組みとその効果
　生活習慣病予防のため、定期健診時には、より検査項目の多い人間ドックを受診するよう促し、会社
が費用補助を行っています。また、保健・栄養の啓発ポスターや声掛けなど、日々の健康指導を積極的
に行ってきたことにより、特定保健指導の対象者はここ数年で減少しました。就業時間内に保健指導
が受けられるようにするなど、健康づくりに配慮した職場環境の整備も、課題として取り組んでいます。
　感染症対策として、ワクチン接種のため就業時間内に医療機関を受診することを可能としているほ
か、接種後の休暇制度を設けるなどして接種を促しています。また、検温・消毒・パーテーションを設置
して感染拡大防止に努め、マスクの着用や行動制限についての情報は、随時、内容を従業員に分かり
やすく伝えるようにしています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社が健康経営の必要を感じたきっかけは、社員の高齢化です。貴重な人材を守るためには、一人
ひとりの健康意識を高めることが重要であると感じ、経営的視点からも健康づくりを推進している健
康経営の考え方と一致しました。経営者と従業員が共に健康づくりに取り組むことは、会社全体の健
康知識が高まるだけでなく、コミュニケーションも生まれ、心身の充実や働く意欲に影響し、働きやす
い環境づくりにもつながります。社会の状況は刻々と変化しており、労務・健康管理者も頭を抱える場
面が多くありますが、健康経営の知識を拠り所としながら、今後の方向性や問題点について考えるこ
とが出来ています。建設業界全体が抱えている慢性的な人手不足を乗り越え、未来につなげるために
も、健康経営の考え方を上手に取り入れた健康づくり活動を続けて行きたいと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

福島県いわき市植田町根小屋６５番地の1 28人

（令和 4年 6月末現在）建設業

林興業株式会社
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